
 地域共生ステーションづくりワークショップ

第１ステーション部会（第 3 回） 結果報告 

１ 概要 

（１） 日時 平成２５年２月７日（木）午後７時から午後８時半まで 

（２） 場所 市役所西庁舎２階 第 7・8会議室  

（３） 参加者  １０名 

傍聴者   5 名 

報道関係者 １名 

事務局   ４名 

（４） 配布資料 レイアウト案をまとめよう！ 

２ レイアウトをまとめよう！ 

【レイアウト案の説明】 

これまでの議論をもとに作成したレイアウト案について説明しました。 

・ フリースペースや会議室などは、靴のまま土足で利用できるものとし、そ

れとは分けて、子どもやお年寄りが集える場所として、フリースペースの

中央に、はだしで上がれるエリアを設ける。スペースは板張りとクッショ

ンに分ける予定。 

・ 全体として、出入口からバリアフリーとするが、「はだしエリア」は板など

の床材を敷くため、床から 10ｃｍ程度高くなる。 

・ 会議（50 人程度）や様々な地域活動で使える会議室を設ける。 

・ 倉庫は、会議室の机やイス、備品の他、防災用品なども収納できるよう、

２か所設けて、余裕のあるスペースを確保する。

・ 受付用にカウンターを設置するとともに、事務用スペース、印刷コーナー

も設ける。 

・ キッチン、カフェコーナー、授乳室などの水回りは、まとめて配置する。 

・ フリースペース内の柱は周りを円形の丸テーブルで囲って活かす。 



【全体ワーク：レイアウトまとめ】 

● 室内での履物について（土足か靴を脱ぐか） 

・ 土足だと、砂が入るまた雨天時には床がぬれて汚れやすくなり、管理が大

変になるため、靴を脱いで上がる方が良い。 

・ 子どもは土足の場所も「はだしエリア」も区別なくスペース全体で走り回

るため、室内で分けるよりも全体として土足禁止として、靴を脱いで上が

る方が良い。 

・ 赤ちゃんがハイハイすることも考えると靴を脱いだ方が清潔で安心できる。 

・ 靴を脱いで、素足の方がゆったりとくつろげる。 

・ 靴箱を設置し、靴を脱いで素足のままか、スリッパを利用する。 

● 車いすの対応について 

・ 車いすの人については、玄関にマットを設置したりしてタイヤの泥を落と

してそのまま入れるようにする。また、スタッフがタオルなどで拭いたり

してサポートする。 

・ 玄関扉は車いすの人が開けやすい扉にする。自動扉や半自動扉など。 

・ 車いすの人が来たら中にいる人が気付けるように、インターホンをつける

等対応を考える。 



● 床の仕上げについて 

・ 靴を脱いで上がっても冷たく感じない床材が良い。 

・ フリースペースは、お年寄りが転んでもけがをしにくいようにクッション

性のある床材が良い。ただし、家具を置いても沈まず、傷がつきにくく、

汚れが落ちやすい床材を選ぶようにする。 

・ 会議室は、机を動かしやすい床材が良い。会議室で飲食することもあるの

で、こぼしても掃除がしやすい床材にする。 

● 「はだしエリア」の位置及び機能について 

・ 「はだしエリア」は、位置がフリースペースの中央にあると周りのスペー

スが狭くなり、使い勝手が悪くなるため、全体のスペースを活かせるよう

に位置を壁側（会議室側）へ変更する 

・ 「はだしエリア」に隣接する会議室の壁は、掲示板、展示スペース、棚等

として活用する。 

・ フリースペースでも簡単な打ち合わせなどができるように、子どもが遊べ

るキッズスペースみたいなもの（＝「はだしエリア」）があると、ゆるやか

に区分できると思う。 

・ 今後、地域の高齢化を見据え、お年寄りがふらっと来て落ち着いて座れる

場所をつくっていきたい。 

・ 床に直接座ることが辛いお年寄りのためにテーブルやイスなど腰掛けでき

るものが必要だと思う。 

・ 「はだしエリア」などで、床に直接座るときに、座卓や座布団があるとい

いし、特に冬場には、こたつやカーペットがあっても雰囲気があっていい。 

● 看板について 

・第１ステーションの玄関付近に看板を設置したらどうか。 

・ステーションの愛称を募集したり、デザインする人、作る人を募集したりし

て作っていけたら楽しいと思う 



３ 今後の活動について

・ 今後はオープン後のことを考え、ステーションをどのように活用するのか、

そして、運営をどのように行っていくのかなどソフト面を充実させるため

に動き出さなければいけない。 

・ 現在ワークショップに参加しているメンバーはまだまだ少ないため、地域

の様々な団体に話し合いに参加してもらえるよう呼びかけていく。 

・ 地域の将来を含めた課題について話し合い、地域のためにステーションに

は何が必要かを考えていきたい。 

・ 話し合いを月１回程度のペースで行い、定例化していきたい。今後の進め

方についてみんなで話し合って決めていきたい。 

【次回の進め方】 

今後の第１ステーション部会では、ステーションをどのように活用するのか、

そして、運営をどのように行っていくのかなどについて話し合いを進めていき

たいと思います。 

★次回の第１ステーション部会について★ 

●日時 平成２５年３月９日（金）午前１０時から正午まで 

●場所 ながくてエコハウス 多目的室 

●内容 レイアウトの確認 

    ステーションの活用方法、運営方法について 



地域共生ステーションづくりワークショップ 

第１ステーション部会（第３回） 

次  第 

日時：平成２５年２月７日（木） 

午後７時から８時３０分まで 

場所：市役所西庁舎２階 第７会議室 

１ レイアウト案をまとめよう！ 

２ その他 

■次回の第１ステーション部会（第４回）は 

  月  日（ ）  ：  から          にて開催 

■先進地視察について 

（１）平成２５年２月１３日（水）１２：３０～１６：３０ 

     ※12：20 市役所西庁舎１階「市政サロン」にて集合 

（２）視察先 

   瀬戸市：道泉地域交流センター 

   多治見市：Mama’ｓ Cafe（ママズカフェ） 
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